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令和６年度　東村山市立学校 自己評価シート【２月】 東村山市立東村山第四中学校　校長　　新野　健太郎　　　　　　　　　　　　　　　　

学校の教育目標
（育成を目指す資質・能力）

①　自ら考え、判断し、進んで学ぶ生徒　　②　自らの行動に責任をもち、思いやりと奉仕の心がある生徒　　③　豊かな情操を育て、健やかな心と体を培う生徒
その他

特記事項目指す学校像（ビジョン・ミッション）

　　　生徒が生き生きと活動し、自分の可能性に気付き、自信をもって伸ばしていこうとする姿勢を、全力で応援する学校

【目指す学校像】 【目指す教師像】 【目指す児童・生徒像】
①　生徒が生き生きと活動し、自分の可能性を見出すことができる学校 ①　生徒をかわいがり、可能性を信じてその力を引き出すことに努力する教師 ①　様々な場における自己実現を通して、生きる力を身に付ける生徒
②　組織的教育活動を通して社会性を身に付けることができる学校 ②　学習指導の工夫改善と生徒理解に努め、常に学ぶ姿勢をもつ教師 ②　学習に基づいて根拠のある考えを形成し、表現することができる生徒
③　教師と家庭、地域社会がともに協力し、生徒を育てる学校 ③　組織人・職業人（教育公務員）として職責と誠実さを重んじ、組織の和を尊ぶ教師 ③　スポーツや文芸に興味をもち、その可能性を広げる生徒
④ ④ ④

領
域

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 取組指標（教職員の取組）
取組自己評価

成果指標（児童・生徒等の変容・成果）
成果自己評価

成果指標（保護者の理解・成果）
成果自己評価

中間申告（分析・修正案） 最終申告（分析・改善策）

学
習
指
導

・基礎的・基本的な学習
の定着を図る。

・主体的な学習の姿勢を
身に付けさせる。

・全ての授業において、ど
の生徒にもわかりやすい進
め方を行うために、教師が
授業のスタイルを確立す
る。

・主体的な活動を取り入れ
た授業を行う。

・１単位時間の授業計画で、３つのポイントを意
識し、継続して取り組む。

・１単位時間の中での到達目標の設定と
その掲示、及び話し合い活動、振り返り
活動を行う。

目
標

60% 80% 100%

達
成

71% 69%

・授業評価を行い、各教員が指導の課題を意識
し、授業改善に向けて取り組む。

・市内共通の授業評価を実施し、それぞ
れの教員の指導の課題を明確にしたうえ
で、授業改善に取り組む。

目
標

60% 80% 100%

・ICTの効果的な活用を実施し、授業計画の中
で主体的な学びを展開していく。

・タブレットや大型モニターを活用し、
教員と生徒の双方向の内容を取り入れた
授業を展開する。

目
標

60% 80%

90%

C

生徒のアンケートでは、目標値の７０％
は越えたが、教員の達成率が７１％と低
い。さらに保護者に関しては目標値を大
きく下回り、課題は大きい。到達目標の
設定を徹底する。40% 41%

達成率に関しては全対象で目標値を下
回った。生徒の成果は82％と一定の数値
は出たものの、教員の成果は低い。生徒
の学力把握とわかりやすい指導方法の工
夫が必要である。

B
・生徒アンケートによる「分かりやすい
授業」に関する肯定的意見が９０％以上
を目指す。

目
標

50% 70% 90%

A
・保護者アンケートによる「分かりやす
い授業」に関する肯定的意見が90％以上
を目指す。

目
標

達
成

78% 82%
達
成

目
標

50% 70% 90%

79%

A
・保護者アンケートによる「楽しい授
業」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

50% 70%

70% 90%

83%

A

教員の授業改善意欲はあるものの、結果
的にそれが楽しい授業づくりにつながっ
ていない面がある。特に保護者には見え
づらい部分であるが、HPなどで授業の様
子をお知らせしていく。

中間報告時と大きく変動がなく、改善さ
れていない結果となった。教員の意欲は
高いが、独自研修参加や自己研鑽が進ん
でいない状況がある。授業など学校での
様子をHPなどで引き続き周知する。

達
成

94% 95%
達
成

74%

目
標

50% 70% 90%

達
成

36% 42%

CA
・生徒アンケートによる「楽しい授業」
に関する肯定的意見が９０％以上を目指
す。

B
教員のICTに関する知識は高く、使用率は
高い。効果的な活用の面が今後の課題で
ある。

ICT活用に関してはほぼ全教員での意識が
高い。生徒の理解も進んでいる。学力向
上の面での有効性を学力検査結果などか
ら判定していきたい。

達
成

88% 95%
達
成

76%

・保護者アンケートによる「授業でのＩ
ＣＴ活用」に関する肯定的意見が９０％
以上を目指す。

目
標

50% 70% 90%

達
成

55% 60%

100%

A
・生徒アンケートによる「授業でのICT活
用」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

50%

・常に新しい教育活動の動きを捉え、自身の能
力を向上させようと、研修に取り組む姿勢をも
つ。

・職層に応じた研修に取り組み、夏季課
題別研修や市教育研究会研修など外部研
修に参加する。

目
標

50% 70% 90%

O
・生徒アンケートによる「楽しい授業」
に関する肯定的意見が９０％以上を目指
す。

目
標

90%

達
成

36% 43%

C
授業改善の研修などへの参加が大きな課
題である。３学期に市教研などの研究発
表会に参加する。

生徒はおおむね授業が楽しいと感じてい
る。教員の市教研参加は定期的に行わ
れ、そこで共有された指導方法などは授
業へ還元されていく。引き続き授業研修
を重ね、指導力を上げていく。

達
成

94% 100%
達
成

86%

50% 70% 90%

89%

A
・保護者アンケートによる「楽しい授
業」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

50% 70%

生
活
指
導
・
進
路
指
導

・安全で安心な生活を送
ることができる学校を目
指す。

・学校に来ることが楽し
いと思える魅力ある学校
づくりを推進する。

・基本的生活習慣を確立さ
せ、どの生徒も安心安全な
生活を送ることができるよ
うにする。

・新たな不登校生徒を生ま
ないように、関係する機関
との連携を保ち、情報共有
と対応を常に行う。

・キャリア教育を学習する
中で、将来の自分を考えさ
せる。

・集団生活の基本的なルールやマナーを早い段
階で指導し、互いを意識した生活を目指す。

・毎週定期的に生活指導部会を実施し、
情報共有と早期対応を確認し、指導の徹
底を図る。

目
標

達
成

・不登校やいじめなどの情報を適切に把握し、
早期の対応、解決を図る。

・毎週校内委員会を実施し、不登校やい
じめなどの情報を共有する。
・不登校に対してできるだけ柔軟な対応
を行い、学校での居場所づくりや外部機
関につなげる取り組みを行う。

目
標

・全ての教育活動において人権尊重教育を推進
させ、様々な多様性を受容し、お互いが過ごし
やすい学校を目指す。

・道徳や特別活動において人権尊重を課
題にした取り組みを実施する。
・学校環境のUD化を進める。

目
標

・進路指導の中で、将来への展望を考えさせ、
キャリアプランを意識させる。

・キャリアパスポートを作成させ、現在
の自分を意識させる。

目
標

80% 90% 100%

A
・生徒アンケートによる「学校生活の安
全」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

88% 84%
達
成

B
生活安全部による定期的な校内部会を開
き、情報共有と未然防止に努めている。
教員の意識も高い。

学校の生活指導は組織的に行われてお
り、落ち着いた状況が保たれている。避
難訓練や環境点検なども定期的に行わ
れ、学校安全に寄与している。保護者地
域を含めた取り組みを計画する。51% 58%

50% 70% 90%

A
保護者アンケートによる「学校生活の安
全」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

84% 89%
達
成

O
・生徒アンケートによる「いじめのない
学校」に関する肯定的意見が９０％以上
を目指す。

目
標

50% 70% 90%

50% 70% 90%

B

いじめ対策協議会など、校内委員会の定
期的な開催を通じて情報共有、未然防止
に取り組んでいる。教員の意識は高い
が、保護者の意識は低い。

数件のいじめ報告があり、解決・改善し
ているケースが多いとはいえ、いじめ発
生は後を絶たない。早期発見と、未然予
防に努めていく。45% 48%

達
成

100% 100%
達
成

A
・保護者アンケートによる「いじめのな
い学校」に関する肯定的意見が９０％以
上を目指す。

目
標

76% 85%
達
成

50% 70% 90%60% 80% 90%

達
成

100% 95%
達
成

91%

O
・保護者アンケートによる「人権尊重」
に関する肯定的意見が９０％以上を目指
す。

60% 80% 100%

O
・生徒アンケートによる「人権尊重」に
関する肯定的意見が９０％以上を目指
す。

目
標

50% 70% 90%

93%

・生徒アンケートによる「キャリアパス
ポート」に関する肯定的意見が９０％以
上を目指す。

目
標

50% 70% 90%

71%

B
教員、生徒ともに人権意識の尊重は高い
数値を示した。保護者への周知を発行物
やHPなどで工夫していきたい。

各学年で人権尊重についての取り組みを
行った。地域との結びつきを深めた内容
で生徒の意識も目標値を超えて高かっ
た。今後は行動に移すことができる実践
力を高めたい。

目
標

50% 70% 90%

達
成

49% 59%

C

進路指導の中でキャリアパスポートの活
用についてはどのアンケートにも低い数
値を示した。小中高の活用の意識が統一
されていないことが大きな原因の一つで
あると考えられる。

キャリアパスポートの利活用は、昨年に
引き続き大きな課題となった。様々な場
面での結び付き、活用を進めなければ意
識は上がらない。進路、特に進学に関し
ては生徒の意識は高い。

達
成

41% 32%
達
成

59%

B
・保護者アンケートによる「キャリアパ
スポート」に関する肯定的意見が９０％
以上を目指す。

目
標

50% 70% 90%

達
成

27% 32%

60% 70% 90%

C

学
校
運
営

・生徒が生き生きと活動
し、地域と学校が協力し
て子どもを育てることが
できる開かれた学校づく
りを推進する。

・不登校生徒への支援をあ
らゆる方法を通して進め
る。

・学校と地域の連携、交流
の場を積極的に増やしてい
く。

・人権尊重推進、多様性の
受容を推進し、特別支援学
級との交流を進める。

・様々な不登校対応を検討し、居場所づくり、絆
づくりを進める。

・不登校対策として校内適応教室（ス
テップ教室）を活用し、居場所づくりを
進める。
・不登校巡回教員を活用し、未然防止と
早期対応を進める。

目
標

達
成

・学校の教育活動を保護者や地域とともに進め
ていけるよう計画、実施する。

・保護者や地域に向けて、学校行事への
参加、ボランティア協力依頼を進めると
ともに、定着するよう計画する。

目
標

・地域外部団体との連携を通して、地域の中で
子供を育てる意識や場面を増やす。

・学校運営協議会を年３回実施し、外部
評価を活用する。
・青少対、地域コーディネータなどと連
携し、地域の行事参加やボランティア活
動などを進める。

目
標

・特別支援学級７組との交流教育を進める。
・教育活動の様々な場面で、特別支援学
級７組との交流の場を増やす。

目
標

60% 80% 90%

O
・生徒アンケートによる「学校での居場
所」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

100% 100%
達
成

C

不登校生徒にとってステップ教室は大き
な居場所となっており、校内では大変有
効な活用である。保護者への周知を高め
るとともに、利用を促進したい。

不登校対策として校内適応教室（ステッ
プ教室）と不登校巡回教員の活用は大き
な成果を生んだ。現在利用者数は20名を
超えている。生徒・保護者とともにその
存在を共有したい。31% 38%

50% 70% 90%

A
・保護者アンケートによる「学校での居
場所」に関する肯定的意見が９０％以上
を目指す。

目
標

86% 87%
達
成

A
・生徒アンケートによる「地域との連
携」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

50% 70% 90%

50% 70% 90%

C

地域ボランティアへの参加は部活動の兼
ね合いからなかなか進まない現状がある
が、生徒への募集などは学校としても積
極的に進めている。

地域との連携の場を設定することが進ん
でいない。学校と地域それぞれが望む連
携の方法や目標をすり合わせる場を、今
後形成される地域協働本部に移行してい
きたい。53% 44%

達
成

100% 90%
達
成

B
・保護者アンケートによる「地域との連
携」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

36% 46%
達
成

50% 70% 90%70% 90% 100%

達
成

72% 90%
達
成

40%

B
・保護者アンケートによる「地域への貢
献」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

60% 80% 100%

A
・生徒アンケートによる「地域への貢
献」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

50% 70% 90%

46%

・生徒アンケートによる「学校全体の交
流」に関する肯定的意見が９０％以上を
目指す。

目
標

50% 70% 90%

74%

C

地域活動との連携事業は数が少なく、校
内でも取り組むことが限られている。地
域コーディネータとの連携を進めてい
く。

地域への貢献に関して、子供の意識は
46％と高いとは言えない。連携の場を設
定したものの、限られているため達成感
が得られていない可能性が有る。

目
標

50% 70% 90%

達
成

55% 44%

B

特別支援学級との交流は学校全体で取り
組んでおり、行事や部活動でも成果を上
げている。しかし、教育課程全体の中で
は限られた取り組みであり、今後はその
有効性を評価したい。

特別支援学級との交流は現在学校行事と
部活動にとどまっており、成果を上げて
いる。引き続き、活動の場所を広げてい
きたい。

達
成

94% 84%
達
成

71%

A
・保護者アンケートによる「学校全体の
交流」に関する肯定的意見が９０％以上
を目指す。

目
標

50% 70% 90%

達
成

40% 45%

60% 80% 100%

A

特
別
活
動
・
そ
の
他

豊かな情操と健やかな身
体の成長を促す教育活動
を推進する。

・全ての学校行事を通して
心と身体の健全な育成を目
指す。

・生徒の活躍の場を増や
し、学びの機会をより多く
の生徒に経験させる。

・校外学習や宿泊行事を通してリーダーづくりや
協力する姿勢を身に付けさせる。

・目的を明確にした上で校外学習や宿泊
行事を計画し、実施する。

目
標

達
成

・体育的行事や文化的行事に取り組ませる中で
健康への関心や情操教育を推進する。

・体力テスト、運動会、音楽鑑賞教室や
音楽祭などの行事の目標を明確にし、計
画的に取り組む。

目
標

・委員会活動や部活動を通して、異学年の集団
活動を経験させ、リーダーシップや人間関係作
りを学ばせる。

・組織的な委員会活動を展開し、教育活
動を支える。
・持続可能な部活動の運営を目指し、組
織的に進める。

目
標

・東村山市ＳＤＧｓパートナー制度を活用し、持
続可能な社会づくりに向けた取組を各学年の指
導計画に位置付け、家庭との連携を図りながら
推進を図る。

・様々な教育活動や各教科の授業の中
で、SDGｓの目標を取り入れた授業づくり
を行う。

目
標

60% 80% 100%

A
・生徒アンケートによる「校外学習」に
関する肯定的意見が９０％以上を目指
す。

目
標

88% 95%
達
成

50% 70% 90%

O
・保護者アンケートによる「校外学習」
に関する肯定的意見が９０％以上を目指
す。

目
標

95% 95%
達
成

50% 70% 90%

A

宿泊行事や校外学習に取り組む生徒の意
識は高く、保護者も達成感を認めてい
る。今後も目的意識をはっきりして成果
を上げていきたい。

郊外での学習に取り組む生徒の意欲は高
く、教員が感じる行事の効果も得られ
た。保護者の数値が低下したことが気に
なるが、今後もリーダー育成を図り継続
していきたい。89% 82%

達
成

100% 100%
達
成

O
・保護者アンケートによる「学校行事」
に関する肯定的意見が９０％以上を目指
す。

目
標

96% 95%
達
成

70% 90% 100%

A
・生徒アンケートによる「学校行事」に
関する肯定的意見が９０％以上を目指
す。

目
標

50% 70% 90%

50% 70% 90%

88%

A

学校行事に取り組む生徒の意欲は高く、
達成感もあり効果を上げている。リー
ダー育成には大変重要な取り組みを今後
も継続していく。

運動会や音楽祭に取り組む生徒の意識は
非常に高く、教員も指導にやりがいを感
じている。地域保護者との連携をより強
化し、学校独自の取り組みにさせたい。91% 87%

50% 70% 90%

行事と同じように部活動や委員会活動に
力を入れる生徒は多く、その指導に教員
も熱心に取り組んでいる。生徒の活躍を
様々な形で地域・保護者に伝えていく。

達
成

100% 100%
達
成

87%

A
・保護者アンケートによる「委員会活動
や部活動」に関する肯定的意見が９０％
以上を目指す。

目
標

50% 70% 90%

達
成

79% 74%

70% 90% 100%

A
・生徒アンケートによる「委員会活動や
部活動」に関する肯定的意見が９０％以
上を目指す。

目
標

A
・保護者アンケートによる「ＳＤＧｓの
取り組み」に関する肯定的意見が９０％
以上を目指す。

目
標

50% 70%90%

74%

A

委員会活動や部活動に関しては多くの生
徒が高い目標をもって取り組んでおり、
どのアンケートでも目標値を超えた。生
徒の達成感を支え、様々な方策を講じて
保護者と共有していく。

前年度の学校評価を活かして、４月時点でビジョン・ミッション、各目指す像、特に重点となる各目標、方策、指標を設定する。提出時期に応じて、その時点での達成度を％で自己評価欄に記入する。自己評価の評語は最終段階で、目標の５割未満はＣ、８割未満はＢ、10割未満はＡ、目標超えはＯ(over)の標語を記入する。

C

SDGｓの取り組みの具体性がなく、実効的
な意識が低い。どのアンケートでも目標
値を大きく下回った。SDGｓと銘打った具
体的な取り組みを意識させていく。

具体的な取り組みの内容があまりなく、
数値はそれほど高くはない。それぞれに
取り組みの内容をSDGｓのどの項目に関し
てのものかを明らかにして、保護者にも
協力を得つつ実施する必要がある。

達
成

65% 90%
達
成

60% 80% 100% 90%

達
成

35% 39%

A
・生徒アンケートによる「ＳＤＧｓの取
り組み」に関する肯定的意見が９０％以
上を目指す。

目
標

50% 70%

39%


